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第13章  環境影響評価準備書記載内容からの修正事項 

環境影響評価書の作成にあたり、環境影響評価準備書の記載内容から修正した事項は、

表 13-1に示すとおりである。 
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表 13-1（1） 環境影響評価準備書記載内容からの修正事項 
項  目 記載頁 準備書記載内容 評価書での修正内容 修正の理由 

第 1 章 事業者の名称、代表者の氏

名及び主たる事務所の所

在地 

代表者の氏名 

1-1(1) 取締役社長 山田 高寛 取締役社長 川﨑 昌之 代表者の変更による。 

第 2 章 対象事業の目的及び内容 

2.2 対象事業の内容 

2.2.4 対象事業の供用時において

使用される機材及び設置さ

れることとなる建築物の種

類並びにそれらの配置計画

等の概要 

3.ばい煙に関する事項 

表 2.2-5 

2-14(16)  「表 2.2-5 排ガス処理の具体的内容」を追加

した。 

準備書知事意見による。 

表 2.2-6 

 

 

2-15(17) 「10 転炉（No.1～5 転炉）」の湿り最大排ガ

ス量「217,919（m3
N/hr）」 

「10 転炉（No.1～5 転炉）」の湿り最大排ガス

量「271,919（m3
N/hr）」 

評価書知事意見を踏ま

え、より適切な記載とし

た。 

5.排水に関する事項 

(1)排水計画値 

表 2.2-8 

2-16(18) 排水の水素イオン濃度(pH)の計画値「－」 排水の水素イオン濃度(pH)の計画値「6.0～

8.8」 

評価書知事意見を踏ま

え、より適切な記載とし

た。 

表 2.2-8 2-16(18) 注：「大気汚染防止法に基づく排出基準及び水

質汚濁防止法に基づく排水基準を定める条

例」（福島県条例第 18 号） 

注：「大気汚染防止法に基づく排出基準及び水

質汚濁防止法に基づく排水基準を定める条

例」（昭和 50 年福島県条例第 18 号） 

より適切な記載とした。 
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表 13-1（2） 環境影響評価準備書記載内容からの修正事項 
項  目 記載頁 準備書記載内容 評価書での修正内容 修正の理由 

5.排水に関する事項 

(2)排水フロー及び排水処理 

図 2.2-11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-17(19) （図中の排水フローに海水の使用箇所は記載

していなかった。） 

図中の排水フローに海水の使用箇所を記載。 評価書知事意見を踏ま

え、より適切な記載とし

た。 
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表 13-1（3） 環境影響評価準備書記載内容からの修正事項 
項  目 記載頁 準備書記載内容 評価書での修正内容 修正の理由 

表 2.2-9 2-18(20)  「表 2.2-9 排水処理施設における管理項目

及び排水処理の具体的内容」を追加した。 

準備書知事意見による。 

表 2.2-9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-18(20) （表中に排水処理施設の維持管理と汚泥の利

用について記載していなかった。） 

表中に、排水処理施設の維持管理と汚泥の利

用について記載。 

評価書知事意見を踏ま

え、より適切な記載とし

た。 
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表 13-1（4） 環境影響評価準備書記載内容からの修正事項 
項  目 記載頁 準備書記載内容 評価書での修正内容 修正の理由 

第 3 章 対象事業実施区域及びそ

の周囲の概況 

3.1 自然的状況 

3.1.2 水環境の状況 

2.水質の状況 

(1)河川 

表 3.2-18 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.1-29(59)  表 3.1-18(3)として、みなと大橋地点における

健康項目の河川水質の測定結果（令和 4 年度）

を追加した。元の「表 3.1-18(3) 要監視項目」

は表 3.1-18(4)とした。 

評価書知事意見を踏ま

え、より適切な記載とし

た。 
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表 13-1（5） 環境影響評価準備書記載内容からの修正事項 
項  目 記載頁 準備書記載内容 評価書での修正内容 修正の理由 

3.2 社会的状況 

3.2.8 環境の保全を目的とする 

法令等により指定された地域その

他の対象及び当該対象に係る規制

の内容その他の環境の保全に関す

る施策の内容 

1.公害関係法令等 

(1)環境基準等 

表 3.2-24(1) 備考 4 

3.2-33(144) 

 

4.硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素の濃度は、規

格 K0102 43.2.1、43.2.3、43.2.5又は 43.2.6

により測定された硝酸イオンの濃度に換算係

数 0.2259 を乗じたものと規格 K0102 43.1

により測定された亜硝酸イオンの濃度に換算

係数 0.3045 を乗じたものの和とする。 

4.硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素の濃度は、規

格 K0102-2 15.3、15.4、15.6、15.7 又は 15.8

により測定された硝酸イオンの濃度に換算係

数 0.2259 を 乗 じ たも の と 規格 K0102-2 

14.2、14.3 又は 14.4 により測定された亜硝酸

イオンの濃度に換算係数 0.3045を乗じたもの

の和とする。 

より適切な記載とした。 

表 3.2-25 備考 3、備考 4 3.2-39(150) 3.硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素の濃度は、規

格 K0102 43.2.1、43.2.3 、43.2.5 又は

43.2.6 により測定された硝酸イオンの濃度

に換算係数 0.2259を乗じたものと規格 K0102 

43.1 により測定された亜硝酸イオンの濃度

に換算係数 0.3045 を乗じたものの和とする。 

 

3.硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素の濃度は、規

格 K0102-2 15.3、15.4、15.6、15.7 又は 15.8

により測定された硝酸イオンの濃度に換算係

数 0.2259 を乗じたものと規格 K0102-2 14.2、

14.3又は 14.4により測定された亜硝酸イオン

の濃度に換算係数 0.3045 を乗じたものの和と

する。 

より適切な記載とした。 

(2)規制基準等 

表 3.2-43(2) 

3.2-61(172) 大腸菌群数 日間平均 3000 個/cm3 大腸菌数 日間平均 800 CFU/mL より適切な記載とした。 

表 3.2-44(3) 3.2-64(175) 大腸菌群数 3000 個/cm3 大腸菌数 800 CFU/mL より適切な記載とした。 

第 5 章 環境影響評価の項目並び

に調査、予測及び評価の手法 

5.2 環境影響評価の項目に係る調

査、予測及び評価の手法 

5.2-7(222)  「表 5.2-2 大気質現地調査地点の設定根拠」

を追加した。 

準備書知事意見による。 

第 5 章 環境影響評価の項目並び

に調査、予測及び評価の手法 

5.2 環境影響評価の項目に係る調

査、予測及び評価の手法 

5.2-17(232)  「表 5.2-6 騒音・振動・低周波音現地調査地

点の設定根拠」を追加した。 

準備書知事意見による。 

5.2-20(235)  「表 5.2-8 悪臭現地調査地点の設定根拠」を

追加した。 

準備書知事意見による。 

表 5.2-9(5) 5.2-26(241) ４．調査地点 

【現地調査】 

  図 5.2-4 に示す海域 3 地点とする。 

４．調査地点 

【現地調査】 

  図 5.2-4 に示す海域 3 地点とする。なお、

砒素の春季調査のみ St.A'（St.A 付近護岸の

海域動植物調査地点）でも調査を実施した。 

より適切な記載とした。 

 5.2-27(242)  「表 5.2-10 水質現地調査地点の設定根拠」

を追加した。 

準備書知事意見による。 
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表 13-1（6） 環境影響評価準備書記載内容からの修正事項 
項  目 記載頁 準備書記載内容 評価書での修正内容 修正の理由 

 5.2-30(245)  「表 5.2-13 土壌現地調査地点の設定根拠」

を追加した。 

準備書知事意見による。 

 5.2-33(248)  「表 5.2-16 海域動植物現地調査地点の設定

根拠」を追加した。 

準備書知事意見による。 

 5.2-35(250)  「表 5.2-18 景観現地調査地点の設定根拠」

を追加した。 

準備書知事意見による。 

 5.2-38(253)  「表 5.2-20 人と自然との触れ合いの活動の

場現地調査地点の設定根拠」を追加した。 

準備書知事意見による。 

第 6 章 環境影響評価の結果 

6.6 水質 

6.6.1 調査結果の概要 

(2)化学的酸素要求量の状況 

①文献その他の資料調査 

オ．調査結果 

6.6-4(466) 2 段落目 

平成 30～令和 4 年度の調査結果（75%値）は

1.0～2.7mg/L の範囲で推移しており、全て環

境基準（A 類型：2mg/L 以下、B 類型：3mg/L

以下）に適合している。 

2 段落目 

平成 30～令和 4 年度の調査結果（75%値）は

1.0～2.7mg/L の範囲で推移しており、全ての

地点で環境基準（A 類型：2mg/L 以下、B 類型：

3mg/L 以下）に適合している。 

より適切な記載とした。 

6.6.2 予測及び評価の結果 

(2)土地又は工作物の存在及び供用 

①施設の稼働 

ア．予測 

（エ）予測手法 

b.予測条件 

(e)工業用水水温 

6.6-38(500) 水温の予測に用いた工業用水の水温は、表 

6.6-14 のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

水温の予測に用いた工業用水（供給水）の

水温は、表 6.6-14 のとおりである。新設施設

にはこの水温の工業用水が供給され、排水さ

れる際には 5.5℃上昇（表 6.6-10 の計画値）

するものとして予測を行った。 

 

表 6.6-14について備考欄等で説明を追加し

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

より適切な記載とした。 
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表 13-1（7） 環境影響評価準備書記載内容からの修正事項 
項  目 記載頁 準備書記載内容 評価書での修正内容 修正の理由 

6.14 温室効果ガス等 

6.14.1 予測及び評価の結果 

（1）土地又は工作物の存在及び供

用 

①施設の稼働 

ア. 予測 

（エ）予測の結果 

 

6.14-4(650) b.シュレッダーダスト燃焼熱の有効利用によ

る化石燃料の削減量 

 化石燃料の削減量の試算結果について記載 

b.環境保全措置による二酸化炭素の削減見込

み量の試算 

(a)自燃式焼却炉によるシュレッダーダスト

燃焼熱の有効利用 

 化石燃料の削減量に加え二酸化炭素の削減

見込み量の試算結果について記載 

(b)蒸気製造による排熱の有効利用 

二酸化炭素の削減見込み量の試算結果につ

いて記載 

準備書知事意見による。 

第 7 章 環境の保全のための措置 

7.4 環境監視計画 

7-13(665)  施設稼働時には、排出ガス及び排出水につ

いて、表 7.4-1 に示す内容の環境監視を行う

計画であり、これらの監視結果の概要を当社

ホームページにて公表する予定である。 

この環境監視の結果、予測し得ない環境へ

の影響が生じた場合には、速やかにその原因

を調査するとともに、必要に応じて関係機関

に相談の上、必要な措置を検討、実施するこ

ととする。 

 

 

 

 

 

 

 

環境監視計画の記述を

追加した。 

第 9 章  環境影響の総合的な評価 

表 9-6(1) 

調査結果の概要 

 

9-35(707) (2)化学的酸素要求量等の状況 

平成 30～令和 4 年度の調査結果（75%値）は

1.0～2.7mg/L の範囲で推移しており、全て環

境基準（A 類型：2mg/L 以下、B 類型：3mg/L

以下）に適合している。 

(2)化学的酸素要求量等の状況 

平成 30～令和 4 年度の調査結果（75%値）は

1.0～2.7mg/L の範囲で推移しており、全ての

地点で環境基準（A 類型：2mg/L 以下、B 類型：

3mg/L 以下）に適合している。 

より適切な記載とした。 

表 9-14(2) 

予測結果の概要 

9-62(734)  (b)蒸気製造による排熱の有効利用 

 二酸化炭素の削減見込み量の試算結果を追

加 

準備書知事意見による。 

巻末 用語集   専門用語の用語解説を追加した。 準備書知事意見による。 

 




